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テーマ「あまみならでは学舎の紹介③」

あまみエフエム ディ！ウェイヴをお聞きの皆様，おはようございます。鹿児島県立奄

美図書館です。今日は 「 あまみならでは学舎』の紹介」の第３回目です。，『

前回もお伝えしましたが「あまみならでは学舎」とは，県立奄美図書館で平成１８年７

月に開設された生 涯学習講座です。県民の学習意欲や要望に応じたテーマで構成されて
しようがい

おり，今年度は年間８回実施しました。前回の放送までに，これまで行いました第１回か

ら第６回までの講座についてお伝えしてきました。今回は残りの二つの講座について紹介

いたします。

まず １１月２２日に７回目の講座 泥染めと共に歩む島唄 と題して 伝統工芸士・唄者， 「 」 ，
うたしや

の福山幸司さんに講話をしていただきました。講座の前半では，大島紬ができるまでの数
こ う じ

多くの作業工程，泥染めの実際についてスライドを使って大変分かりやすく御説明いただ

きました。後半は，島唄について解説や演奏があり，特別ゲストとして 平 久美さんも一
たいらひさみ

緒に参加して，島唄を１０曲ほど披露してくださいました。最後は 「島育ち」や六調を，
ひろう

参加者全員で踊り，大いに盛り上がりました。

受講者の方々からも「大島紬の泥染めも，島唄も一つになって，奄美の心と芸術として

現れていると知らされました 「奄美の御先祖様の心が，より深く伝わってくるような。」

思いになりました。一生懸命に唄って下さる姿に，大感動しました 「大島紬の製造工。」

程で各技術者の高齢化や従 事 者不足で将来が心配されておりますが，地元で最初から泥
じゅうじしゃ

染業を本業として今日まで努力されていることを知り，貴重な人材であると感心いたしま

した 」など多くの感想が聞かれました。。

続きまして，１月１７日には，今年度最後の講座「地域資源としての奄美の海洋生物」

， 。 ，と題しまして 奄美海洋生物研究会の興克樹さんにお話をしていただきました 講座では
おきか つ き



ウミガメの生態や調査結果，イノシシによるウミガメ卵の食害，サンゴ礁の保全，ザトウ

クジラやイルカの生態について，写真や動画を使って大変分かりやすく御説明いただきま

した。ザトウクジラについては，この時期が繁 殖 期のため奄美大島周辺海域の瀬戸内町
はんしょくき

や名瀬市など各地で出現を確認したことや，２月～３月がホエールウオッチングのピーク

だということなどもお話くださいました。

受講者の方々からは 「奄美の自然の豊かさを改めて感じました。この自然の豊かさを，

生かして，奄美がもっと元気になり，その結果，更に自然調査・保護が進んでいけばいい

なと感じました 「ホエールウォッチングなどは，奄美の冬の観光資源としてすごく魅。」

力的なものになりうると思う 「奄美の海洋生物がとても分かりやすく理解できました。。」

， 。」クジラ・ウミガメ・サンゴが奄美の近くによく見受けられるようになり 安心しました

などたくさんの感想をいただきました。

講座終了後には，今年度の「あまみならでは学舎」の修了式を行い，６回以上受講され

た方１６人に修了証書をお渡ししました。今年度は，自然・健康・水産・郷土・国防と幅

広い分野で，今後の奄美の発展のためにも意義ある講座となりました。各講座の様子は，

ビデオで収録してあり，館内で視聴することができます。今年度も多くの方に受講してい

ただき，ありがとうございました。

， ，生きがいのある人生を築くとともに 潤 いと活力のある地域社会の実現を図るために
うるお

平成２７年度も多彩な内容を企画し，実施する予定です。楽しみにしていただきたいと思
たさい

います。来年度も「あまみならでは学舎」への御参加お待ちしております。

以上，鹿児島県立奄美図書館でした。




